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カラマツ間伐材の乾操に関する研究（第4報）

1．はじめに

　これまでの試験によって，乾燥による狂いを抑制す

るための方法としては圧締乾燥が最も効果のあること

が認められた1）2）3）。前報3）では旋回圧締乾燥における

適正旋回量について報告した。

　本試験は圧締の圧力，桟木の間隔，仕上り含水率の

各因子がねじれ抑制におよぼす影響を検討するために

おこなった。

　2．試験方法

　供試原木は昭和48年7月下句に伐採した中富良野町

産の23年生のカラマツを用いた。原木の径級等につい

ては第1表に示した.。木取りは建築用部材としての利

用を考慮し，心持の正角（断面10．5×10．5cm），平

割（5．5×10．5cm），正割（5．5×5．5cm）および心

持，心去の小幅板（2．0×10．5cm）の4材種とした。

供試材は長さを1．2mに切断し，プレーナーをかけ材

種ごとに厚さを揃えた。

　実験は第2表に示した因子と水準を実験計画法 L8

（27）にわりつけておこなった。圧締は桟木位置の

圧力が所定の値になるように，圧締部に使用したコイ

ルスプリングの高さを調整しておこなった。旋回圧締

における旋回量は，あらかじめ実施した平面圧締乾燥

の狂い量をもとに決定した（前報3）の結果から平面圧

締の狂いの1．5倍）。圧締の解除は，乾燥終了後1日た

ってからおこなった。

　上記の条件のほかに圧締乾燥との比較で従来の普通

乾燥も実施した。

　乾燥は蒸気式IF型乾燥室により1日8時間の間欠

運転でおこなった。狂いの測定方法はこれまでと同様

とし1），測定良を1mとした。

　供試材は1条件につき6本である。なお，供試材の

一部について割れの防止を口的としてポリエチレング

リコール（PEG＃1000，濃度33％）で5～20日間の

浸漬処理をおこなった。

　3．試験結果と考察

　3．1　乾燥の経過

　乾燥のスケジュールと含水率の経過を，仕

上り8％のものについて第1図に示した。所

定の含水率まで低下するのに要した日数は，

間欠運転のため正角では13日，平割，正割，
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－圧締圧力と桟木間隔について－

第1表　木取り材種と原木径級

第2表 実験の因子と水準
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小幅板はそれぞれ6日，4日，2．5日であった。

　乾燥終了時（調湿後）の水分傾斜と歪量を正角につ

いては第2－1図に，正割と小幅板については第2－

2図に示した。仕上り含水率を下げるほど，水分傾斜

が少なくなっているのが認められる。

第3－1表　乾操によるねじれの分散分析表
　　　　　　　　－正角と平割－

第2－2図　水分傾斜と歪量

　3．2　乾燥による材の狂い

　乾燥による材の狂いは，ねじれを除いてはバラツキ

が大きく条件による差が認められなかった。

　正角と平割について，ねじれの分散分析結果を第3

－1表に示した。仕上り含水率以外の因子では有意差

が認められなかった。これは数値が全体的に小さいこ

と，材面に割れが生じ測定が正確に出来なかったこと

等が原因していると考えられる。

　第3－1図には主な因子についての要因効果を示し

た。図中の矢印は95％の信頼限界である。前記のよう

に仕上り含水率による差は明らかで，仕上り15％では

ねじれは長さ1mあたり1．0±0．3度であるのに対し，

仕上り8％では1．9±0．3度となった。他の因子（圧締

方法，圧締圧力，桟木間隔）については，傾向は認め

られるが有意差はない。

　正割、小幅板の検定結果を第3－2表に示した。材

種，圧締方法，圧締圧力，桟木間隔の各因子で有意差

が認められる。

　寄与率の大きな要因効果を第3－2図に示した。材

種および圧締方法による差は大きい。圧締圧力と桟木

間隔はほぼ同様の効果を持っている。今回の場合，

圧締圧力15kg／cm2で桟木間隔33cmと圧締圧力5kg／

cm2で桟木間隔11cmの条件とでは同様のねじれを生

ずることになる。したがって圧締による桟木位置のつ

ぶれ－圧締圧力15kg／cm2では最大で約2mm－を考

慮すると，総荷重が同じ場合は，桟木の数を増して桟
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第3－2表　乾操によるねじれの分散分析表
　　　　　　－正割と小幅板－

第3－2図　効果グラフ－正割と小幅板－
　　　　　　信頼限界　95％

木にかかる圧力を減らす方が歩止りの向上には良いも

のと思われる。

　次に，これらの最適条件を組み合せた場合の推定を

おこなうと，正割は旋回圧締で圧締圧力を15kg／cm2，

桟木間隔を11cmとするとねじれは平均で2．6度／mとな

り，普通乾燥の8．9度／mと比較して1／4～1／3である。

同様に小幅板の場合も最適条件（旋回圧締，圧締圧力

15kg／cm2，桟木間隔11cm）では0．9度／mとなり，普

通乾燥の4．3度／mと比較して約5分の1に減少する。

3．3　乾燥後の狂いの変動

温度200c，関係湿度65％（平衡含水率12％）と温

度200℃関

係湿度85％（

平衡含水率18

％）の室内に

約1ケ月間ず

つ交互に放置

したときの狂

いの変動を測

定した。第4

図には一例と

して正割のね

じれの動きを

示した。旋回圧締乾燥材は普通乾燥，平面圧締乾燥材

に比較して変動が非常に小さい。またPEG処理によ

る効果が明らかに認められる。

　4．おわりに

　圧締圧力，桟木間隔，仕上り含水率等の因子が圧締

乾燥におよぼす影響を検討した。正角と平割の試験か

らは，乾燥による割れなどが原因して，あまり明らか

な結果が得られなかった。しかし，正割と小幅板につ

いては今回の試験から，旋回圧締，圧締圧力1うkg／cm2，

桟木間隔11cmが最適条件と認められた。これらの条

件により正割，小幅板ともに従来の普通乾燥に比べて

ねじれが1／5～1／3に減少した。

　PEG処理は乾燥による割れの防止だけでなく，狂

いに対しても抑制効果のあることが認められた。これ

らのことに関してはさらに試験を続けて行く予定であ

る。

　なお，この報告は第6回日本木材学会北海道支部大

会（昭48．11．16）において発表したものである。
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